
 

奈良スタディ・ツアー  原三溪ゆかりの地を訪ねました 

 奈良の大和文華館に所蔵されている原三溪旧蔵の美術品のうちの 3点を、ちょうど開催されていた「琳

派と風俗画」展で見ることができました。東大寺法華堂の不空羂索観音は、和辻哲郎『古寺巡礼』によ

れば原善一郎が名作と評したそうですが、その持物の蓮華がかつて三溪園にあったとも言われます。東

大寺や興福寺から直線で 5km ほどの浄瑠璃寺（京都府木津川市加茂町）と、その近くの岩船寺で三重

塔を見学して、旧燈明寺で今は三溪園にある本堂と三重塔が建っていた場所を確認してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年5月14日（土）～15日（日）一泊二日 於：奈良 

原三溪市民研究会

加茂町の旧燈明寺にて。ここが三重塔の

建っていた場所。今は何もありません。
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浄瑠璃寺の三重塔から池をはさんで

本堂を望む。池の東側が此岸、九体

阿弥陀如来を安置する本堂のある西

側が彼岸を表しています。 


